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教

平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
四
月
十
一
日
、
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
前
所
長
に
し
て
顧
問
の
久
住
謙
是
（
く
す
み
け
ん
ぜ
）
師
が
、

急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

宗
門
史
跡
神
奈
川
県
横
浜
市
名
瀬
・
経
王
山
妙
法
寺
第
四
十
六
世
・
一
誠
院
日
諦
（
い
ち
じ
ょ
う
い
ん
に
っ
た
い
）
上
人
、
旧
姓
名
飛

田
省
三
（
と
び
た
し
ょ
う
ぞ
う
）、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
八
月
二
十
二
日
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
（
旧
那
珂
湊
市
）
生
ま
れ
、
出
家

師
範
田
中
謙
周
龍
口
寺
貫
首
、
満
六
十
七
歳
で
の
ご
遷
化
。

久
住
師
よ
り
十
一
歳
後
輩
の
私
に
追
悼
文
の
ご
下
命
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
も
、
立
正
大
学
大
学
院
か
ら
の
ご
縁
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、

昭
和
五
十
年
に
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
（
以
下
、
現
宗
研
）
研
究
員
に
な
り
ま
し
て
以
来
の
ご
縁
に
よ
る
も
の
と
心
得
、
師
を
偲
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

久
住
師
は
、
立
正
大
学
大
学
院
博
士
課
程
在
籍
中
の
昭
和
四
十
七
年
に
現
宗
研
研
究
員
ご
就
任
以
来
、
昭
和
五
十
六
年
に
主
任
、
昭
和

六
十
年
に
嘱
託
、
平
成
八
年
に
顧
問
、
平
成
十
五
年
に
所
長
（
第
十
一
代
、
在
位
一
年
三
ヶ
月
）
ご
就
任
後
、
平
成
十
六
年
に
ふ
た
た
び

顧
問
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
久
住
師
を
研
究
員
に
推
薦
さ
れ
た
石
川
教
張
主
任
（
当
時
、
の
ち
第
九
代
所
長
）
は
、
久
住
師
が
立
正
大
学
地

理
学
科
（
夜
間
部
）
で
身
に
つ
け
ら
れ
た
調
査
能
力
を
評
価
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
力
量
を
発
揮
さ
れ
た
の
が
、
過
疎
地
寺
院
問
題

で
し
た
。
久
住
師
が
伝
統
仏
教
教
団
の
な
か
で
最
も
早
く
着
目
し
、
昭
和
五
十
八
年
に
調
査
を
開
始
、
平
成
元
年
に
報
告
書
を
全
寺
院
に
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配
布
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
一
月
十
四
日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
番
組
「
お
寺
ル
ネ
サ
ン
ス
を
め

ざ
し
て
」
で
現
宗
研
が
紹
介
さ
れ
た
な
か
で
、
久
住
師
が
過
疎
地
寺
院
の
実
情
を
話
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

過
疎
地
対
策
に
続
い
て
、
過
密
地
都
市
開
教
に
も
着
目
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
だ
け
で
な
く
、
自
坊
で
の
霊
園
開
発
、
信
行
会
の
充
実
、

農
村
地
域
と
の
子
供
会
交
流
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
提
唱
な
ど
、
都
市
開
教
の
可
能
性
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

自
坊
整
備
も
布
教
の
一
環
と
と
ら
え
、
開
創
七
百
年
を
機
に
寺
観
を
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
と
相
俟
っ
て
、
六
老
僧
日
昭
上
人
ゆ
か

り
の
寺
と
し
て
、
日
蓮
宗
に
宗
門
史
跡
指
定
を
申
請
、
平
成
九
年
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

教
師
養
成
を
宗
門
興
隆
の
第
一
と
考
え
、
子
弟
教
育
を
重
視
さ
れ
ま
し
た
。
在
家
出
身
者
の
発
心
を
支
援
す
る
た
め
、
ミ
ト
ラ
サ
ン
ガ

（
日
蓮
宗
在
家
出
身
僧
侶
の
会
）
発
足
に
初
代
事
務
局
長
と
し
て
加
わ
り
、
代
表
幹
事
在
位
で
の
ご
遷
化
で
し
た
。
書
類
の
上
だ
け
の
師

匠
、
師
匠
た
ら
ざ
る
師
匠
に
対
す
る
目
は
厳
し
く
、「
師
｣
弟
教
育
の
必
要
性
を
、
平
成
十
五
年
の
日
蓮
教
学
研
究
発
表
大
会
で
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

一
七
九
セ
ン
チ
・
七
六
キ
ロ
の
体
躯
か
ら
出
る
言
葉
は
や
さ
し
く
、
物
腰
は
て
い
ね
い
で
し
た
。
し
か
し
、
信
仰
信
条
は
譲
ら
ず
、
祖

道
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
外
柔
内
剛
の
人
で
あ
り
ま
し
た
。

自
著
『
日
蓮
聖
人
補
処
位
の
人
日
昭
』
で
自
坊
開
創
日
昭
上
人
を
、
終
生
日
蓮
聖
人
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
た
人
、
と
位
置
づ
け
て
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
法
統
に
連
な
る
誇
り
が
、
久
住
師
を
久
住
師
た
ら
し
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

全
国
布
教
師
会
連
合
会
（
以
下
、
全
布
連
）
会
長
就
任
時
に
私
を
事
務
局
長
に
指
名
さ
れ
た
久
住
師
は
、
提
言
す
る
布
教
師
会
、
を
明

言
さ
れ
、
全
布
連
全
国
大
会
で
折
伏
正
意
の
『
立
正
安
国
論
』
を
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
摂
受
折
伏
論
争
に
一
石
を
投
じ
、
現
在
の

宗
門
「
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
」
を
予
見
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

因
み
に
、
私
が
平
成
十
三
年
に
全
布
連
事
務
局
長
か
ら
現
宗
研
主
任
と
な
り
ま
し
た
後
、
久
住
師
が
平
成
十
五
年
に
全
布
連
会
長
か
ら

現
宗
研
所
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
三
ヶ
月
、
現
宗
研
発
足
の
原
点
に
返
る
べ
く
、
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

─574─ 現代宗教研究第42号



檀
信
徒
教
化
も
、
い
き
い
き
と
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
宗
門
の
檀
信
徒
研
修
道
場
に
講
師
で
ご
一
緒
し
た
と
き
、
道
場
主
任
の

久
住
師
は
本
当
に
楽
し
そ
う
で
し
た
。
私
を
宗
務
院
月
例
金
曜
講
話
講
師
に
ご
推
挙
く
だ
さ
っ
た
時
も
、
と
て
も
熱
心
な
聴
衆
で
勉
強
に

な
る
か
ら
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
自
坊
で
の
教
化
が
一
番
大
切
、
は
口
癖
で
し
た
。

平
成
四
年
ご
就
任
の
教
誨
師
に
つ
い
て
も
、
未
信
徒
教
化
の
好
機
だ
か
ら
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
、
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

サ
イ
パ
ン
島
・
パ
ラ
オ
・
ペ
リ
リ
ウ
島
・
ロ
シ
ア
連
邦
サ
ハ
リ
ン
州
（
樺
太
島
・
千
島
列
島
）
で
の
遺
骨
収
集
と
戦
没
者
慰
霊
参
加
は
、

不
戦
を
願
う
同
苦
の
慈
悲
行
。

中
濃
教
篤
師
（
第
五
代
所
長
）
本
葬
儀
式
副
導
師
の
折
、
歴
史
認
識
は
少
し
違
っ
た
け
れ
ど
高
い
識
見
と
有
言
実
行
の
指
導
者
で
あ
ら

れ
た
、
と
追
悼
さ
れ
ま
し
た
。

声
明
師
歴
二
十
七
年
・
社
会
教
導
師
歴
二
十
年
と
教
化
一
筋
の
な
か
で
、
特
筆
す
べ
き
は
、
全
国
日
蓮
宗
青
年
会
（
以
下
、
全
日
青
）

の
こ
と
で
す
。
伊
東
隆
司
委
員
長
の
も
と
で
事
務
局
長
と
な
ら
れ
た
三
十
九
歳
の
久
住
師
は
、
全
国
縦
断
唱
題
行
脚
主
催
を
め
ぐ
っ
て
、

宗
務
院
当
局
と
対
立
。
僧
籍
剥
奪
と
ま
で
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
全
日
青
主
催
を
貫
か
れ
ま
し
た
。
日
蓮
聖
人
第
七
百
遠
忌
御
正
当
の

昭
和
五
十
六
年
、
三
重
日
青
事
務
局
長
の
私
も
、
宗
門
史
上
初
の
大
行
脚
隊
と
共
に
池
上
本
門
寺
に
結
集
し
た
感
激
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

お
題
目
総
弘
通
運
動
推
進
本
部
企
画
会
議
委
員
と
し
て
宗
門
運
動
に
関
わ
ら
れ
た
時
も
、
発
案
者
石
川
教
張
師
の
思
い
を
胸
に
、
是
々

非
々
の
姿
勢
を
通
さ
れ
ま
し
た
。

現
宗
研
所
長
を
退
か
れ
た
後
、
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
の
初
代
法
務
部
長
や
身
延
山
大
学
講
師
を
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

駆
け
抜
け
る
よ
う
な
今
生
の
最
後
が
、「
地
涌
塾
」
活
動
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
法
友
片
岡
邦
雄
・
岡
元
錬
城
・
宮
川
了
篤
・
星
光
喩
各
師

と
、「
こ
こ
ろ
」
も
「
こ
と
ば
」
も
「
ふ
る
ま
い
」
も
日
蓮
聖
人
の
生
き
方
に
学
ぶ
仲
間
づ
く
り
を
始
め
よ
う
、
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
発

会
十
八
日
前
、
千
葉
市
で
準
備
段
階
最
後
の
打
ち
合
わ
せ
を
終
え
、
最
終
バ
ス
を
自
坊
門
前
で
降
り
た
時
、
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
、
翌
日

亡
く
な
ら
れ
た
の
で
し
た
。
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主
な
き
書
斎
に
は
、
執
筆
中
の
『
立
正
安
国
論
』
に
関
す
る
原
稿
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

発
足
か
ら
四
十
四
年
を
経
た
現
宗
研
は
、
育
て
の
親
と
も
言
う
べ
き
石
川
教
張
師
が
平
成
十
四
年
四
月
二
十
四
日
に
急
逝
、
生
み
の
親

と
も
言
う
べ
き
中
濃
教
篤
師
が
平
成
十
五
年
四
月
三
十
日
に
遷
化
、
加
え
て
昨
年
（
平
成
十
九
年
）、
三
十
五
年
関
わ
ら
れ
た
久
住
師
を
失

い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
八
月
三
十
一
日
に
は
、
全
布
連
で
も
久
住
師
と
名
コ
ン
ビ
で
あ
ら
れ
た
顧
問
井
本
学
雄
師
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
願
わ
く
は
遷
化
諸
師
、
厳
し
い
世
情
の
な
か
で
立
正
安
国
世
界
平
和
を
研
究
調
査
し
続
け
る
現
宗
研
に
冥
加
賜
ら
ん
こ
と
を
。

合
掌
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